








1 . The effect of ankle taping to restrict plantar flexion on ball and foot velocity during an 
instep kick in soccer. （足関節底屈を制限するテーピングがサッカーインステップキック
のボール速度と足部速度におよぼす影響）
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回 答：今回の報告は6ヶ月までなので単純比較はできないが，久山町研究では 1年で約 10%，海外では Stroke
centerの患者で約5% , community basedの患者は約12%と報告がある．それらと比較すると，本研究の対



































の追跡研究（Surgicalreconstruction with the remnant ligament improves joint position 













































































































Ability and Proprioception after Single-Bundle, Single-Bundle Augmentation, and 




















































広大保健学ジャー ナル， Vol.13(1・2)'2016 
ケア準備性の構成要素である「知識」「興昧態度」の向上と「訪問看護依頼時の受諾意思j形成を狙い，視聴覚教材
を用いた講義と 2回の討議を含めた90分間1回完結型とした作成したプログラムを， HIVケア未経験訪問看護師



















































回 答：今回の3項目のスクリーニング指標を用いた場合，偽陽性の患者さんは 21名でした．特異度は 92.0%と高
値でした適切なタイミングでの患者紹介が出来ている結果であり，過剰診断の可能性は低いと考えられま
す．
質問3:PTA群の設定が検査から 3か月以内の治療群となっております．この期間の設定について説明してくださ
L入
回 答：先行研究のスタイルに合わせたことも理由のひとつですが，超音波検査は発表で示した期間，非PTA群の
1年おき，あるいはPTA群の3か月おきにしか実施しないというわけではなく，検査データが境界域近く
の患者は適宜検査を行っています．そのため， PTA実施者で計画的にフォローできた人は，ほぽ3か月以
内のデータ収集ができているためです．
質問4：超音波を使って血流速などを測定されていますが，測定部位によって測定値の信頼性が違うことにならない
でしょうか．
回 答：超音波検査にて血流量を測定する場合，測定値の信頼性を上げるため，プローブを約30度傾けて皮膚に当
てる必要があります．この角度補正は深部の動脈の場合は問題となりませんが 体表面の静脈にプローブを
斜めに当てると，血管が押しつぶされて血管径が変わり，測定値の信頼性が低くなります．対象施設ではゼ
リーを多めに使用し，プロープを軽く当てて角度補正することでこの問題を解決しています．さらに，一定
の技術レベルに達した者のみが超音波検査を行っており，技術の相互確認やメーカーからの勉強会，医師か
らの指導を受けるなど，測定値の信頼性の維持・向上に努めています．
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